
Ⅰ　患者にとって最適な医療の提供中項目 病院機構自己評価 新川委員長 飯干委員 浮舟委員 平井委員 上野委員 評価委員会１　全職員が一体となって中期目標を達成すること (1) 中期目標の達成に向けて、全職員が一体となって取り組む組織文化を醸成する B C B B B B B(1) ホスピタリティマインドの向上を図る(2) 患者に対する適切な医療情報の提供(3) 患者が治療に専念できる環境を充実させる(1) 受入体制の構築(2) 人材の確保、養成(3) 院内後方支援・連携体制の整備(1) 手術療法、放射線療法、化学療法などのがんの集学的治療の提供(2) 早期がんだけでなく他病院では診ることができない進行がんにも対応(3) 地域がん診療連携拠点病院としての機能の発揮(4) 人材の確保、養成(1) ２４時間３６５日のハイリスク妊産婦及び新生児の搬送受入を可能とする体制の強化(2) 西和医療センターにおける産科の再開(1) 小児救急機能の強化(2) 人材の確保、育成(3) 地域の他病院との連携を強化する(1) 急性期については、総合医療センター・西和医療センターにおいて、回復期にかけては総合リハビリテーションセンターにおいて役割を担当(2) 発達障害児に対する感覚統合療法の充実(3) 障害児（者）に対する外科的治療の充実(1) 【運動器】法人内の病院における役割分担(2) 【糖尿病】チーム医療の活動強化(3) 【糖尿病】人材の確保、養成(4) 【糖尿病】地域の医療機関へのサポート(1) 法人における医療安全管理体制の確立(2) ３病院合同の事例検討発表会の実施(1) 新総合医療センターの整備(2) 新西和医療センターの整備等(3) 看護専門学校統合校の整備(4) ３病院共通の電子カルテシステム整備大項目Ⅰ　中項目数 １０
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BBB（上野委員）少子高齢化社会の進展のなかで、県が特に力を入れるのは、少子の部分であり、そのためには安心して出産できる医療機関の確保は重要であり、周生期医療体制および小児医療体制の充実を強化する必要があると考えます。（浮舟委員）西和での患者増のため、ホームページの刷新等広報面の充実が必要。（飯干委員）最適な医療の提供に関してはおおむね目標を達成していると思われる。（平井委員）病院職員、個々人の、病院運営に対する主体的参加意識を促す取組をすすめて頂きたいと思います。（新川委員）機構の一体的な経営管理を根本から考える必要がある。
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５　周産期医療体制の強化６　小児医療体制の整備７　リハビリテーション機能の充実８　高齢者を対象とした医療体制の整備９　医療安全・院内感染の防止

奈良県立地方独立行政法人評価委員会　委員評価　集計表取組項目２　患者が満足する医療サービスの提供３　断らない救急の実現
４　質の高いがん治療

１０　新病院整備の推進
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奈良県立地方独立行政法人評価委員会　委員評価　集計表 参考資料 １Ⅱ　県民の健康維持への貢献中項目 病院機構自己評価 新川委員長 飯干委員 浮舟委員 平井委員 上野委員 評価委員会(1) 地域医療支援病院としての機能強化(2) 退院調整会議の充実(3) 地域包括支援センターとの連携強化(1) 教育研修センターにおいて県内の医療機関に開放した研修の実施(2) 県内の医療機関への施設・設備の開放(1) 災害対応体制の充実(2) 人材の育成(3) 災害発生時における県との円滑な連携(4) 新病院における感染症病床の整備、受入体制の構築(1) 臨床指標を含む情報の公開・発信(2) 広報担当者の配置(3) 公開講座の実施(1) 平松周辺地域でのまちづくりへの参画(2) 西和地域でのまちづくりへの参画大項目Ⅱ　中項目数 ５Ⅲ　最高レベルの医の心と技をもった人材の確保、育成中項目 病院機構自己評価 新川委員長 飯干委員 浮舟委員 平井委員 上野委員 評価委員会(1) ホスピタリティマインド醸成研修の実施(2) ワークライフバランスの実現(1) 教育研修センターの設置と充実(2) 看護専門学校の教育内容、教育体制を充実する大項目Ⅲ　中項目数 ２Ⅳ　自立した経営中項目 病院機構自己評価 新川委員長 飯干委員 浮舟委員 平井委員 上野委員 評価委員会(1) 経営企画機能の強化(2) 中期計画・年次計画の適正な実施(1) 組織アイデンティティ・ロイヤリティの確立(2) 法人に関する情報の発信・共有による経営参画意識の向上支援(3) 成功を認め、讃える組織文化の形成(1) 経常収支比率を高い水準で維持する(2) 内部留保を確保する大項目Ⅳ　中項目数 ３
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２　経営に対する責任感をもって業務改善に取り組む組織文化の醸成３　医療制度等の変化への迅速・柔軟な対応と自立した財務運営

取組項目１　最高レベルの医と心をもった人材の確保、育成２　最高レベルの医と技をもった人材の確保、育成
取組項目１　権限と責任を明確にしたガバナンス体制の確立

１　県内の医療機関との連携・協力体制の充実２　県内の医療レベル向上に向けた支援３　災害医療体制の強化４　県民への医療・健康情報の提供
C

取組項目

（上野委員）地域包括ケアシステムの構築をめざした活動が求められていますので、県庁との連携を強めていくことが大事であると考えます。（浮舟委員）地域包括支援の為の事務系人材を含めたスタッフの研修がますます重要になってくると思われる。（飯干委員）５は県の動き次第もあり、仕方ない。他はほぼ計画通りと思われる。（平井委員）地域にむけての活動はいろいろと難しい点も多いので、一層の活動強化をお願いしたいと思います。（新川委員）機構の内実の透明性確保、加えて積極的な情報提供が重要。
（浮舟委員）スタッフのワークアンドバランスやモチベーションは重要です。専門のスタッフが必要ではないでしょうか。専門学校は統合し、経営面からイノベーションが必要です。（飯干委員）人材育成等は計画通りで、充実していると思われる。（平井委員）浮舟委員の看護専門学校に関するご意見に賛同します。（新川委員）患者、職員満足度が横ばい傾向。一層の意識向上を。

（浮舟委員）部門別の経営指数を出し分析が必要です。赤字の原因をさぐり止めることが重要です。そのためにも、事務系のプロのマネジメント人材や医事管理人材が必要だと思います。（飯干委員）１もよくなっているが、職員全体へのよい意味での危機感のじょう成や経営機能の強化を期待します。（平井委員）若手による様々なプロジェクトを始めているということで大いに期待します。理事長がおっしゃったようにメンバーが自分の命を預けたくなる病院を全員が目指す雰囲気を醸成する必要がある。（新川委員）組織経営かガバナンスが機能せず。現場と経営トップのズレを解消する必要。
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５　県が実施する健康長寿のまちづくりへの支援 BBBBB

2 / 2 ページ


